
登録期間 令和 7 年 10 月 1 日～令和 8 年 9 月 30 日 

※ 公開できる情報のみ掲載しています。 

※ 依頼・相談等に伴う謝礼等条件につきましては、双方協議の上、決定してください。 

※ メールの送信は、[アットマーク]を@に置き換えて行ってください。 

地域活性化伝道師プロフィール 

分 

野 

地域産業・イノベーション・農商工連携  農・林・水産業  
 

  地域医療、福祉・介護、教育 ○ 観光・交流  

地域コミュニティ・集落再生 ○ 環境 ◎ 

地域交通・情報通信  まちづくり ◎ 

ふりがな やはら しょうじ 

氏名 矢原 正治 

所 

属 

名称 熊本有用植物研究所 

役職 所長 

連 

絡 

住所 

（職場） 

〒- 

- 

連絡先 
e-mail - 

TEL - FAX - 

連絡方法 - 

略歴 

１）熊本大学 薬学部 薬用植物園 助教授⇒准教授、園長 

２）薬用資源エコフロンティアセンター 准教授、センター長 ２０１５年３月退職 

＜現在の活動> 

１）研究員：熊本県立大学 環境共生学部 環境共生学科 環境資源学専攻 石橋研（現在に

至る） 

２）客員教授（ネパール)： ポカラ大学 保健学部、Kantipur Valley College 現在に

至る）  

著作・論文等 

１）Takashi Watanabe, Keshab Raj Rajbhandari, Kuber Jung Malla, 

Shoji Yahara,; A Handbook of Medicinal Plants of Nepal ;  (2005), 

p1-262, NPO Ayur Seed Life Environmental Institute (Ayurseed 

L.E.I.). 

２）Takashi Watanabe, Keshab Raj Rajbhandari, Kuber Jung Malla, Hari 

Prasad Devkota and Shoji Yahara (2013) A Handbook of Medicinal 

Plants of Nepal Supplement I, Non-Profit Organization Ayurseed Life 

Environmental Institute (Ayurseed L.E.I.), Japan, ISBN: 

9784990657208. 

３）くらしの中の薬草（２０１6．３）、自費出版（矢原、米田、八十島） 

４）薬草ガイドブック ー野外篇２ー（２０２０年４月）、社日本植物園協会第四部会.（分担  

取組概要 

１）有用植物 

２）機能性 

３）栽培、育種 

４）地域振興＆活性化 に興味のある方 



登録期間 令和 7 年 10 月 1 日～令和 8 年 9 月 30 日 

※ 公開できる情報のみ掲載しています。 

※ 依頼・相談等に伴う謝礼等条件につきましては、双方協議の上、決定してください。 

※ メールの送信は、[アットマーク]を@に置き換えて行ってください。 

５）講演会、観察会 などのイベント開催  

メッセージ 

１）有用植物 

２）機能性 

３）栽培、育種 

４）地域振興＆活性化 に興味のある方 

５）講演会、観察会 などのイベント開催を希望される方のご連絡をお待ちしています。  
関連ホームペー

ジ 

https://sites.google.com/view/yaharayakusou/%E3%83%9B%E3%83

%BC%E3%83%A0  
活動エリア 全国 




